「　　　　　　　　防災会」　防災計画

令和　　年　　月　　日　制定

１　目的

この計画は、　　　　防災会の防災活動に必要な事項を定め、もって地震等の災害による人的、物的被害の拡大を防止することを目的とする。

２　計画事項

この計画に定める主な事項は、次のとおりとする。

（１）防災組織の構成及び任務分担に関すること。

（２）防災知識の普及に関すること。

（３）防災訓練の実施に関すること。

（４）本部役員会の活動に関すること。

（５）情報の収集、伝達に関すること。

（６）出火防止、初期消火に関すること。

（７）救出救護に関すること。

（８）避難誘導に関すること。

（９）給食給水に関すること。

（10）防災資器材の備蓄、管理に関すること。

３　防災組織の編成及び任務分担

防災組織の編成と各班の主たる任務は次のとおりとする。

	
	
	
	
	情報連絡班

　　情報の収集、伝達など
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	消火班

　　初期消火､出火防止など

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	救助救出班

　　負傷者の救出救護

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	避難誘導班

　　住民の避難誘導など

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	給食給水班

　　給食給水活動など

	
	
	
	
	


４　防災知識の普及

地域住民の防災意識を高めるため、次のような内容、方法により活動を展開する。

（１）普及事項

・防災計画について地震災害、火災等の知識について

・消火活動の知識
・地域の環境特性と防災の知識について
・家庭の地震への備えの知識について
・応急手当法の知識について
・高齢者や障がい者への援助の知識について

（２）普及方法

・広報誌、パンフレット、ポスター等の配布
・集会（映画会、講演会、座談会等）の実施

（３）実施時期
・防災関係機関とあらかじめ協議の上、年間計画を作成実施する。

５　防災訓練

災害発生に備えて、被害軽減のための的確かつ迅速な行動を取れるようにするため、次のような訓練を実施する。

（１）訓練の種別

個別／単独／合同／総合の各訓練

（２）個別訓練

情報連絡／初期消火／救出救護／避難誘導／給食給水／その他の各訓練

（３）単独訓練

２つ以上の訓練を組み合わせて実施する。

（４）合同訓練

他の防災会、又は事業所の自衛消防組織と合同して実施する。

（５）総合訓練

市の災害対策本部を中心として実施される総合的な訓練へ参加する。

（６）実施計画

訓練の内容、方法及び時期について年度当初に年間計画を作成する。

（７）その他

年間計画の作成にあたっては、防災関係機関の協力を得る。

６　各班の調整

組織活動の円滑性、効率性、実行性を高めるため、役員会は次の事項を行う。

（１）組織の活動方針の企画、立案、審議、決定。

（２）各班相互間及び市役所、警察、消防などの防災関係機関の緊密な連絡調整。

７　情報の収集、伝達

地区内の被害状況等を的確かつ迅速に把握し、適切な応急措置を取るため、情報の収集、伝達を次に行う。

・情報連絡班の任務とする。

・地区内の実地調査を行う。

・テレビ、ラジオ、防災無線などにより正確な情報をつかむ。

収集した情報を整理し、必要に応じて防災関係機関に正確に伝達する。

・防災関係機関からの情報を正確に住民に伝達する。
・それらの方法、手段に習熟する。

８　出火防止及び初期消火

地震後の火災の発生が被害を大きくする原因であることから、出火防止を地区に徹底する。同時に、出火に対しては初期の段階における消火活動を展開できるように備える。

・消火班の任務とする。

・消火器材の整備を万全にし、点検を励行する。

・班員の消火活動訓練を重ね、消火方法、器材の操作等に習熟する。

・地区担当消防団は、　　　分団である。

・情報連絡班との協力のもとに、住民への防火広報を行う。

９　救出救護

（１）救出救護活動
建物の倒壊、落下物等による負傷者の救出を行い、応急の手当を施す。

（２）医療機関等への連絡

医師の手当を要するものについては、医療機関等へ搬送する。

・救出救護班の任務とする。
・班員は、応急措置の方法や搬送法に習熟する。
・特に地区内の災害弱者への対応を研究しておく。
・地区の救急指定病院は、　　　　・　　　　　病院である。

10　避難誘導

火災の延焼拡大による危険が察知される場合、あるいは防災関係機関から避難の指示がある場合は、地区住民を速やかに、整然と安全地帯へ誘導する。

・避難誘導班の任務とする。

・避難誘導は、まず自治会避難所に集結させ、自力避難の出来ない者に、対する手助け及び安否の確認を実施した後、市指定避難所に集団避難する。
・避難指示の発令は、情報連絡班との協力のもとに住民への伝達を行う。その方法は、とする。
・《一時避難所》　　　　公園、　　　　公園、　　　　グランド
・《指定避難所》　　　　小学校、　　　　高校
・《避 難 路》　　　　通り、ただし　　　　通りが通行不能の場合、　　　　通りとする。
・特に高齢者、障がい者、年少者を優先とする。
11　給食・給水

ライフラインの途絶による地区住民の生活困難を可能な範囲でカバーすること、及び収容避難所での炊き出し等を支援することを主な活動内容とする。

・給食給水班の任務とする。
・災害時のライフラインの途絶に備え、必要な物資を各家庭が最低3日間分の備蓄をしておくことの重要性を、情報連絡班との協力のもとに広報する。

・物資の備蓄、あるいは地区内の供給協力者との協力関係を確保する。

・給食・給水にあたっては、災害弱者を優先する。

・非常用貯水装置（　　　小学校内）を利用して給水活動を実施する。

12　防災資器材

必要な資器材の調達、整備を行い、保守点検を確実にする。

・必要と思われる資器材の要求を各班から提出させ、役員会で決定しつつ、順次調達する。
・保守管理を万全とする。
・毎年９月１日を全ての防災資器材の総点検日とする。

13　その他

必要と思われる事項については、随時、役員会の議題にのせ、審議、決定していく。

・会員あるいは役員、班員の研鑚を推進する。特に技法・技術を要する事項に関しては専門機関への人材派遣による技能習得を試み、さらに会員相互での研修を行う。
・防災関係機関との協力関係を密にし、その指導のもとに技術・技法への習得を試み、また、各種、各級の訓練の参加あるいは開催を行う。

記入例
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